
​３　自由記載​

​３　自由記載​

​　問10の自由記載において、札幌市のこれからの保健・福祉サービスや介護保険制度などの​

​高齢者施策全般のほか、今回の調査や札幌市の施策について寄せられたご要望やご意見（​

​734件）のうち一部を抜粋のうえ掲載している。​

​　なお、プライバシーに関する記述、特定個人や団体に対する好意的な意見・批判・中傷​

​は、その記載の一部を割愛し、明らかな誤字・判断しにくい文字については、表現を修正し​

​ている場合がある。​

​３．１　「40歳以上64歳以下」の自由記載​

​【保健福祉サービス】​

​　介護保険を使わなくても良いような世代の人たちに、運動や食事に関するサービス(例え​

​ば、スポーツジムに通っている人には、少し補助のようなものが受けられるとか)を受けら​

​れるや、50代、60代の人たちが介護を受ける人が少なくなるための対策にお金をかけても​

​良いのではないかと思う。(コミュニティーの場も含む)​

​（西区・女性・満50～54歳）​

​　様々な取り組みなどを行っていても、それを全く知らない人もいて、その辺が公平に​

​サービスを受けることができないというモヤモヤした気持ちになります。もう少しこんな​

​ことをしている、こんなことができるということを知ってもらえるようなことへの手間と​

​時間を割いたらいいのになと思います。実際働いてみて思ったのですが、お給料が安いと​

​言うのは、労働に対する対価が見合わないと言うよりも、精神的苦痛への対価(給料の)が​

​合わないことの方が正しいような気がします。病気なのだから、と言ってしまえばそうな​

​のかもしれませんが、高齢者の方々の世間一般で言うところの職員に対するカスハラがひ​

​どいです。ご家族も同じです。自分たちではどうしようもないのであれば、win　winの関​

​係であってほしい。当事者は病気で多少は致し方なしとは思えますが。​

​（東区・女性・満50～54歳）​

​　保健福祉サービスを利用しない、利用率が低い市民への還元があると良い​

​（清田区・男性・満50～54歳）​

​　保健福祉サービスの内容をもっと発信してほしい。こちらが必要になってサービスを探​

​すのではなく、こんなこと、あんなこと、サービスは多々ありますよと、発信してくれる​

​と、将来の不安も少しはなくなるかと思います。​

​（北区・女性・満60～64歳）​
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​３　自由記載​

​　福祉や保健、介護について知りたいが、現状では、自身の生活を維持しながら学ぶ、知​

​ることが難しい。子育てが落ち着いたら考えたいと思うが、今後の未来(仕事を辞めた後)​

​生活費が維持できて、日々に余裕とゆとりのある生活ができていることが前提だと思って​

​いる。​

​（西区・女性・満50～54歳）​

​【介護保険制度】​

​　どのような事業があるのか、わかりやすく(高齢者でも)周知できるようにしてほしい。​

​自分も親も高齢となり、介護保険の制度やサービスを受けるためには、どのような手続​

​き、どこへ行けば良いのかわからない。この意識調査で初めて知る言葉や相談先がありま​

​した。自分でも調べてみたいと思います。​

​（白石区・女性・満45～49歳）​

​　介護福祉分野では、そこで働く皆様への労働負担と精神的負担について減らせる方法と​

​手当を増額すべきと思う。この分野で働く人が不満を持っていては良い介護、福祉ができ​

​るわけは無い。不満を持つから、高齢者へのいじめ問題が起きる。​

​（手稲区・男性・満45～49歳）​

​　認知症で介護を必要とする人が増えてきて、在宅で過ごすのに限界を迎えている人が多​

​いので、施設を増やして受け入れてほしい。病院で介護申請し認定調査→介護区分→施設​

​を決めるまでが長く、病院で退院できない人が多いので、もう少しスピードを上げて施設​

​を早く決めて欲しい。​

​（清田区・女性・満40～44歳）​

​　デイサービスで仕事をしています。サービスを受ける側もサービスを提供する側も、ど​

​ちらもが守られる社会になってほしいです。もっと介護制度が身近に感じられるように、​

​子供のうちから機会があれば、もう少し理解を受け入れてもらえるのでは？とも思いま​

​す。今後の制度が、不安などなく、より良いものになるよう願います。​

​（手稲区・女性・満45～49歳）​

​　介護保険料が現状より高くなる事はやむを得ないと思っているが、現状の制度を支えて​

​いる年齢層が高齢になった際に現状と同じサービスを受けることができないのではないか​

​と不安に感じています。どこかの世代が苦労することのない施策を望みます。​

​（中央区・女性・満40～44歳）​
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​３　自由記載​

​　国全体の問題なので、国力がない現状では福祉に注力できるはずもなく、労働力もない​

​中で介護の現状を保持しようとしているのは理解できない。介護サービスを細分化してた​

​り、介護を受けるにあたって、プロセスが多かったり本当に必要なことなのか？と強く思​

​う(事業者側なので)。なので、札幌市独自の何かを求めることではなく、国がどうしたい​

​のかが見えてこないことに不満というか、期待を持てずにいる。​

​（手稲区・男性・満50～54歳）​

​【医療】​

​　このアンケートを通して、知ったサービスがありました。50代以降、病気で通院増え、​

​親の付き添いで病院に行く回数は増えます。大病院のみならず、地域病院にも高齢者支援​

​について、サービスや相談窓口を記載したパンフレット等(冊子等)置いていただけると紙​

​世代はありがたいです。よろしくお願いいたします。​

​（豊平区・女性・満55～59歳）​

​　私は癌を患ってから、癌以外の病気で入退院を繰り返していますが、札幌市からの受け​

​られるサービスが何もなく、このまま家族に迷惑をかけることが心配です。年齢に関係な​

​く、受けられるサービスを増やしてほしいです。​

​（西区・女性・満55～59歳）​

​【高齢者の社会参加・生きがいづくり】​

​　高齢者が社会活動などできる範囲で社会で参加し、助けてもらうばかりではなく、誰か​

​を助ける側になることで、認知症の進行が遅くなったり、誰かに必要とされることややる​

​ことがあるという意識を持つことが、気持ちを前向きに、明るく生きる糧になるのではな​

​いかと思います。​

​（白石区・女性・満50～54歳）​

​　札幌市は北海道の地域から比べると地下鉄やバスなど公共交通手段がたくさんあり、魅​

​力的な施設もあり、うらやましいと感じる方もいると思います。なので交通や買い物のこ​

​とを考えて、高齢になっても札幌市に住みたいと思ってます。冬は課題がありますが。​

​（西区・女性・満40～44歳）​

​【高齢者のすみよいまちづくり】​

​　足が丈夫なうちは公共交通機関を利用し、通院すると思いますが、バスの減便が続き、​

​大変不便です。免許返納を推進するなら、バスの減便はやめてほしいです。​

​（南区・女性・満60～64歳）​
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​３　自由記載​

​　需要と供給が問題なく行われることが大事と思うが、その一方で若者に対する施策もお​

​ろそかにしてはいけないと思う。そういう意味では敬老優待乗車証の見直しは良かった。​

​これから高齢になる人はますます貧困になると思うので、迅速な経済対策も必要だと思​

​う。​

​（東区・女性・満40～44歳）​

​　札幌市は地域間の格差があるので、札幌市全体で同じことをやるのではなく、区ごとに​

​特化して考えるのも大事なのではないかと思う。親の介護で情報を初めて知るので、50​

​代、40代の現役世代にもっと現状を伝えることができると良いのですが。自分事と思わな​

​いと高齢者にお金を使うと言うことに良い印象がわかないのでは。公共交通機関がどんど​

​ん減る中では、病院に通うための足になる乗り合いバスなどのサービスは必要ではと感じ​

​ています。​

​（豊平区・男性・満50～54歳）​

​【市の施策や行政の対応等】​

​　高齢者安心コール事業やおむつサービス事業は知らなかった内容なので今回の調査で知​

​ることができました。また紙のアンケートの方が読み込みしやすかったです。私も必ず歳​

​をとります。高齢者になったときの事前準備を気づきのきっかけになった調査内容でし​

​た。ありがとうございました。​

​（南区・男性・満50～54歳）​

​　所得による制限と高齢者を差別する考え方に反対。それまでの苦労と努力したものが所​

​得が高いとすれば、個人の問題であり、差別をしてはいけない。高齢者は労をねぎらい均​

​等に扱うべきと思う。不平等とならない行政サービスを希望します。​

​（手稲区・男性・満60～64歳）​

​　自分が他人様に迷惑をかけずに生きていくことに必死なので、今必要としていないサー​

​ビス等は知らないことが多い。ゴミの冊子位細やかな相談場所のチャートがあるといいと​

​思う。初診の予約が取りづらい。市が窓口になって病院に行けると良いと思う。​

​（西区・女性・満55～59歳）​

​【その他】​

​　私のような単身の高齢者が今後確実に増加。個人のプライバシーと社会の接触にSNS等の​

​活用。​

​（西区・男性・満55～59歳）​
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​３　自由記載​

​　まだまだ自分の身には関係ないと思っていたけれど、もうきちんと知識を持って、将来​

​に備える時期に来ていると感じました。​

​（西区・女性・満50～54歳）​

​　転勤族なので、介護保険のサービス、札幌市独自の取り組みについて具体的な情報をあ​

​まり知りませんでした。アンケートに答えるだけでも勉強になります。冬の季節は引きこ​

​もりがちになること、JRやバスが遅れたりして移動が難しい、買い物や雪かきなどの心配​

​があるなど、雪国ならではの課題が多く、除雪や熊対策で財政が大変の中、予算がかけら​

​れない状況ではあると思いますが、雇用創出、ビジネスになる可能性もあると思うので、​

​民間との協働がうまくできると良いなと思います。​

​（中央区・女性・満40～44歳）​

​３．２　「65歳以上」の自由記載​

​【保健福祉サービス】​

​　札幌市の行っているサービスはいろいろたくさん行われている事を今回知りました。生​

​活支援コーディネーター、高齢者あんしんコール、高齢者配食サービス事業、高齢者おむ​

​つサービス、介護予防センター、等色々ありますが、どこに相談したらよいのか分かりま​

​せん。どこかに代表の様な相談電話又はセンターがあればよろしいと思います。先ず、出​

​発するとしてどこに、きっかけを求めたらよろしいのか分からないのです。それから高齢​

​者は動くのが大変です。市役所の窓口へ、というのは大変無理があるのです。​

​(中央区・男性・満80～84歳)​

​　老人福祉センターという名称はいかにもという感じで利用しづらい。シニアサービスセ​

​ンター、シニアサポートセンターなど明るい感じの名称に変えてみたらいかがでしょうか​

​(北区・女性・満65～69歳)​

​　健康年齢を維持するために取り組んでる事ももっとPRすべき。病気になる前の制度があ​

​るなら格安で提供すると・・・（スポーツとか人とのコミュニケーション場）札幌市はす​

​べてPR不足。ある施設はガラガラもったいない​

​（北区・女性・満75～79歳）​

​　札幌市は高齢者がますます増加しますので、今後受けられるサービスがどうなるのか心​

​配です。​

​(中央区・女性・満85～89歳)​
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​３　自由記載​

​　高齢者に対するサービスをいろいろやっているようですが、認知しているサービスがほ​

​とんどない。もう少し認知活動をお願いしたい。例えば民生委員は一度も訪ねてきたこと​

​がない。​

​（東区・男性・満75～79歳）​

​【介護保険制度】​

​　自分も来期から後期高齢者の仲間入りとなります。介護保険制度、高齢者施策は他人事​

​と思わず常に自分にも降りかかることと思い、意識して生活していきたい。​

​(手稲区・男性・満70～74歳)​

​　介護保険料の負担額が議論されていますね。個人負担を増やすのではなく、一般の税か​

​らの振替をしなければ利用者の負担増が避けられないのではないでしょうか。​

​(西区・男性・満85～89歳)​

​　介護認定の審査(判定)において、認定調査員によって介護度の認定に大きく差があるよ​

​うに思えます。このアンケートを通じて、たくさんの相談窓口があることを知りました。​

​(西区・女性・満70～74歳)​

​　札幌市は保健・福祉サービス、介護保険制度等施策の情報発信に積極的と感じている​

​が、今後とも施策の強化と情報発信の強化に期待しています​

​(西区・男性・満80～84歳)​

​　介護保険制度を使うことになると、手続きが必要になり、区分によってそれぞれの福祉​

​サービスが受けられると思いますが、どのようなサービスの種類や内容があるのかよくわ​

​からないです。​

​(東区・女性・満65～69歳)​

​　要介護３から５の高齢者のお金の負担は大変だと思います。自分もいつかそのように可​

​能性になっていくのかが不安。​

​(厚別区・女性・満65～69歳)​

​【医療】​

​　急速に高齢化社会が発展する中、病気への早期発展に努めるためかかりつけ医の普及、​

​充実を一層図るべきと考える。医師会との協力を得て、そのPRに皆の介護への負担をでき​

​るだけ少なくしていく政策として推し進めていくことが喫緊の課題ではないか。​

​（手稲区・男性・満75～79歳）​
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​３　自由記載​

​　ワクチンに頼らず免疫力の強化と食の安全・対症医療からの予防医療への切替・薬や化​

​学物質に依存しない予防体制・乳幼児への複数ワクチン接種は任意接種であるべき。こう​

​した積み重ねがより良い高齢化社会へと進むのではないでしょうか？​

​（白石区・女性・満65～69歳）​

​【高齢者の社会参加・生きがいづくり】​

​　71歳になりますが、幸い薬剤師として仕事をしております。高齢患者様のご自宅へ薬を​

​配達したり、薬のことで困っていると相談に乗ったりしています。自分でできる限りやれ​

​ることをやっていこうと決めていますが、今のところ幸せな仕事を持ったと感謝していま​

​す。​

​（厚別区・女性・満70～74歳）​

​　区によって違うと思いますが、健康づくり活動や趣味等のグループ活動がもっと身近で​

​あれば良いと思います。友人の話では厚別区には色々な活動がありうらやましく思いまし​

​た。​

​（白石区・女性・満65～69歳）​

​　高齢者といっても、頭も体も衰えないように、なるべく外に出て、社会と隔絶しないよ​

​うな取り組みが大事だと思う。身近なことで言えば、シルバー割引き、時間帯割り引きな​

​どがあるレストランや食堂、コーヒー喫茶など、もっと増えると良いと思う。​

​（南区・女性・満70～74歳）​

​　バスの廃線で外出が厳しくなった。地下鉄の階段がきつい。ますます外出がきつくな​

​る。家にこもりがちになると思います。​

​（北区・女性・満80～84歳）​

​　高齢者ばかりでなく、皆が創作、手作り作品を発表できる場をプロ・アマ関係なしに料​

​金を安く貸せるように。介護施設、ボランティア、趣味、プロで作品を展示して、売れる​

​ことこそ、創作意欲を増大させる。市民ギャラリー、交流センターなど堂々と販売できる​

​のが望ましい。生きがいづくりになる。​

​（西区・女性・満75～79歳）​
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​３　自由記載​

​【高齢者のすみよいまちづくり】​

​　札幌の高齢者は冬の生活が大変だし、最近は夏も暑くて大変になっている。この地方に​

​独特な高齢者サービスがいろいろあってほしいと思う。少子化対策も大切ですが、高齢者​

​サービスを充実させることで若い世代が救われることもたくさんあると思うので高齢者​

​サービスを手厚くしてほしい。​

​（豊平区・女性・満65～69歳）​

​　今はほとんどすべて詳しい事はネットでと言う事ですが、全員がスマホではありませ​

​ん。私も前はスマホでしたが、大きいのでガラケーにしましたので、詳しく知りたくても​

​見ることができないです。アプリも使えないので、災害とかの情報も知ることができませ​

​ん。スマホではない人を切り捨てないでください。ガラケーに変えた理由として大きいだ​

​けでなく、スマホが嫌いなのと、指の動きが気持ち悪いのです。私はスマホだけでなく、​

​アナログ大好き人間です。(デジタルだと障害があると日本中大変なことに何日もなってい​

​ますね)​

​（西区・男性・満80～84歳）​

​　冬季に高齢者に負担になる除雪は外出を困難にする要因になるため、できるだけ除雪を​

​してほしいです。健康づくりセンターに通っていますが、他の市町村に比べ民間に頼らな​

​くても利用でき、良いと思います。いくつになっても自分で歩き、行動できる事は生きる​

​意欲につながります。自分の居場所づくりにもなります。維持していただきたいと思いま​

​す。​

​（西区・女性・満70～74歳）​

​　現在、ポイ活を行っていて、歩く際の目標になったりしています。札幌市でも導入され​

​ているようなことを知りましたが、65歳以上とか予防のための運動と言う形で取り入れて​

​くだされば、認知、寝たきりになって介護を充実させるよりも良いのではと思います。​

​（清田区・女性・満65～69歳）​
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​【市の施策や行政の対応等】​

​　アンケートに回答しながら札幌市の高齢者施策について知らないことがありすぎると感​

​じました。私の意識の低さによるものか、札幌市の広報力の低さなのか分かりませんでし​

​た。私たち夫婦の年齢も考慮した時、直近の問題でありもっと関心を持つ必要性を強く感​

​じました。札幌市ももっと知らしめる取り組みが必要かも。​

​(清田区・男性・満75～79歳)​

​　76歳になり、年齢を意識するようになりました。これからは札幌市の高齢者施策を調べ​

​て、毎日の生活に生かさなくてはと改めて思いました。​

​(北区・女性・満75～79歳)​

​　国民保険等を利用（使ってない）人は還付金制度があればいいと思う、老人パスをJR等​

​利用できれば良い（少し高くなったとしても）。このアンケートは長いです。書くのが大​

​変でした。短い方がいいと思います。年代別にしてもいいと思う。​

​(手稲区・女性・満75～79歳)​

​　年金生活で苦しい中で、敬老優待乗車証の負担額の変更はとてもとてもショックです。​

​私はバス・地下鉄で病院に行っていますが、これからは地下鉄まで30分歩いて行かなけれ​

​ばなりません。歩く中での事が心配です。​

​(白石区・女性・満80～84歳)​

​【年金】​

​　高齢者は年金生活者が多く、国民健康保険、介護保険など、結局支払いが多くなって生​

​活自体が困っている人がほとんどだと考えます。年金を増やす方法を考えてください。​

​（西区・男性・満65～69歳）​

​　年金生活者から税金、保険料の増額は非常に厳しい状況をもたらすと思う。皆がフレイ​

​ルを知り、意識して生活できる環境づくりを広めることが出来たら良いと思う。介護保険​

​料が上がらないよう、一人一人の努力が必要ですね。​

​（南区・女性・満65～69歳）​

​　私の年金額は生活保護より低額です。国民年金の掛け金は20年以上掛けましたが理不尽​

​だなと思っても仕方がないことと言うことは承知してます。この質問の趣旨とは異なりま​

​すが、一生懸命働いても生活保護以下の年金というのは承知はしていても、納得いかない​

​ものです。せめて福祉サービスや高齢者に対するサービスが費用の心配なく受けれるもの​

​であってほしいです。​

​（北区・女性・満65～69歳）​
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​【その他】​

​　現在要支援にも縁がありませんが、今後健康不安・経済面での不安が生まれた場合、ど​

​こに相談したらいいのかわかりません。地域包括支援センターという組織は知っています​

​が、要支援とかの人方の相談場所という認識です。住居についての支援（相談）の窓口が​

​あれば望ましいです​

​(手稲区・女性・満75～79歳)​

​　高齢者福祉の充実は大切であるが、現役世代の負担を考慮することも大切である。これ​

​以上の負担増は難しいかと思われる。少子高齢化の実態や日本の財政の現状・限界を高齢​

​者に説明し、相応の負担や「我慢」を求めることも重要である。行政と政治が一体とな​

​り、この困難な課題に真摯に取り組むことを期待したい。​

​（北区・男性・満65～69歳）​

​　介護事業所ではなく、地区でスポーツのできる場所が少ない​

​(中央区・男性・満75～79歳)​

​　高齢者のたくさんのサービスがあることを知りました。オムツなどお金のかかるものは​

​きついなぁと思いました。介護イコールお金と決めつけてしまうほどかかりそうでびっく​

​りです。子育てとは違う。元気で幸せな日々を過ごしてもらえるような工夫にお金をかけ​

​ることも必要かなと思います。一人一人がお世話にならない工夫と声かけ、そして元気な​

​方にはご褒美として毎月コーヒー券などの食事券。健康でいてもらうためにそうなっても​

​らいたい工夫どうでしょう。​

​（北区・女性・満65～69歳）​
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​４　調査票・別紙​

​４　調査票・別紙​

​４．１　調査票・別紙​

​（１）調査票（65歳以上の方向け）　P.198-P.211​

​（２）調査票（40歳以上64歳以下の方向け）　P.212-P.221​

​　​

​（３）別紙【地域包括支援センター担当地区一覧】　P.222-P.233​

​　​
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